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結   果 
A 型インフルエンザ陽性者数は最低温度、相対湿度、日照時間、そして降雨量と有意
な関連を認めた。一方 B 型インフルエンザ陽性者数は相対湿度とのみ有意な関連を認
めた。A 型・B 型とも相対湿度が 50%~70%で、陽性者数の増加を認めた。 
 
考   察 
多湿(50%～70%)な環境でのインフルエンザ罹患リスクの増加は熱帯地域における先
行研究と一致していた。降雨量については先行研究と異なる結果であったが、その理
由として都市貧困層独特の過密な人口、若年成人中心の人口構成、自然災害に脆弱な
居住地域である等の特徴が影響していると考えられる。グローバル化、地球温暖化、
都市化、貧困層増加が深刻化している事を踏まえ、温帯地域のみならず熱帯地域のイ
ンフルエンザと気象因子の関連について理解を深める必要がある。 
 
 
 
 
 
